
  
研修部を推進の中心として全職員の共通理解をはかりながら取り組んでいる。 

 

 

                                                 

・学習環境の整備や学習規律の徹底を図る。                                                                         

（全学級の前面掲示をなくす。ハンドサイン。「学習の準備をしよう」を家庭に配布。） 

・「新大分スタンダード」、「生徒指導の三機能」を意識した授業改善                                           

・「めあて」「課題」「振り返り」「まとめ」が明確で、分かりやすい授業の推進 

・自分の考えを持ち、ペアやグループ交流を取り入れた伝え合い、学び合う授業の推進 

・１時間ごとの評価基準を明確にした授業の推進（校内研修の提案授業で深める） 

・B評価に満たない子どもへの手立ての位置づけ（校内研修の提案授業で深める） 

・校長の日常的な授業観察とアドバイス 

 

 

                                                     

 

 

① 家庭学習の定着（家庭学習の習慣化の徹底） 

  ◇担任や教科担当による宿題チェック、やり直しの徹底等に取り組む。 

    ◇自主学習ノートの点検、授業後のノート指導等をきめ細かく行う。 

 ◇「家庭学習のてびき」（低学年・中学年・髙学年別）を配布し、家庭との連携を図る。 

    ◇ＰＴＡ学級懇談会で家庭学習の習慣化の徹底について議題に取り上げ、啓発を図る。 

    ◇週末課題として定着問題や活用問題等に取り組む。 

 

  ② 読書活動の推進（感性をみがき、表現力を高め、創造力を豊かにする） 

    ◇朝読書の時間の有効活用（保護者等のボランティアによる読み聞かせを含む） 

◇学級文庫の充実を図り、読書環境を整える。 

    ◇週末課題で読書（週末読書）を設定し、家庭読書の定着を図る。 

 

   ③ 学習状況改善の取り組み 

    ◇児童アンケートを実施し、結果を分析して指導と評価の一体化を図る。 

   ◇児童会の委員会活動とも連動して、「学習規律」の確立に力を入れて取り組む。 

 

④ その他の取り組み 

  ◇定着のための朝のスキル学習（スキルタイム）の充実（週２回、教科を決めた取り組み） 

  ◇個に応じた補充学習（放課後）を行い、個別指導の充実を図る。 

◇人権教育に力を入れ、学習を支える学級集団づくりに取り組む。 

◇基本的生活習慣の確立を図る。アンケートの実施。全校PTA等で周知し、家庭との連携をはかる。 

◇ＰＴＡ（総会・学級懇談会）や学校運営協議会を通して、本校の学習の実態や生活実態等を知らせ、 

改善策や今後の方針を明確にしながら、学校－保護者－地域が連携して、学力向上をめざしていく。 

◇放課後学習クラブの学習サポーターや読み聞かせ隊などの学習支援を継続して地域、保護者に依頼 

していく。 

 

津久見市立千怒小学校の取り組み 
授業における学力向上の取り組み 
授業以外における学力向上の取り組み 



 （千怒小学校 ３～４年生用） 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このプリントは 

見やすいところに 

はっておきましょう！ 

学 習 の や く そ く 

〇家に帰ったら、早めに学習をはじめましょう。 

・つくえの上をかたづけてから、はじめましょう。 

・テレビは けしましょう。ゲームなどは 近くにおかないように しましょう。 

・下じき、けしごむ、じょうぎをつかい、文字は ていねいに書きましょう。 

・宿題がおわったら、おうちの人に見てもらいましょう。 

学 習 の 時 間 

・できるだけ きまった時こくに はじめましょう。 

・３年生は４０分、４年生は５０分をめやすにしましょう。 

 

〇はじめに、宿題をします。 

 ☆宿題がおわったら、こんな勉強もしてみましょう。 

  ・漢字練習  ・ローマ字練習  ・教科書や本の視
し

写
しゃ

 

  ・意味調べ  ・計算練習  ・本や図かんを読む 

   

  
次の日のじゅんび 

〇ふでばこのなかみ 

・えんぴつ４～６本、赤えんぴつ(ペン)１本、 

青えんぴつ(ペン)１本、けしごむ１こ、じょうぎ 

・えんぴつをとぎましょう。 

〇日課表調べ 

・れんらくちょうや おたよりを見て、わすれものがないように

しましょう。 


